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みなとみなとみなと 新任職員研修会を開催

救護施設千里寮での研修1日目の様子

救護施設こうせいみなと

奧野可奈子／みなと寮　（写真前列左から３番目）
信頼関係の構築から頑張ります。
　宮本さやか／千里寮　（写真前列左から２番目）
明るく、元気に目標を持って頑張ります！
　浅野風季／愛港園　（写真後列右から３番目）
一挙手一投足。一つ一つ丁寧にこなしていけるよう、務めたいです。
　宇野朱音／愛港園　（写真前列右から２番目）
いつでも笑顔を忘れずに頑張ります！
　兵頭幸子／愛港園　（写真前列右から１番目）
自分らしく頑張ります。宜しくお願い致します。
　氏家暢宏／弘済院第1特養　（写真後列左から５番目）
心機一転！！新しい環境で初心に戻ってがんばっていきたいです。
　吉村衣里菜／弘済院第1特養　（写真前列右から４番目）
早く利用者の方の役に立てるようになります。
　梅野未紗／弘済院第1特養　（写真前列左から４番目）
利用者さんが笑顔になる支援をしたいです。
　益原　雪／弘済院第1特養　（写真前列右から３番目）
初心を忘れず励みます。お願い致します。
　大谷　泉／第 2 愛港園　（写真後列右から２番目）
全力の笑顔で、精一杯支援していきます。
　植村一輝／第 2 愛港園　（写真後列右から１番目）
自分にできることを、精一杯頑張ります。
　池上康彦／千里寮　（写真前列左から１番目）
利用者の「困った」にまじめに取り組みます。
　中岡康治／千里寮　（写真後列左から１番目）
傾聴姿勢を忘れず頑張りたいです。
　山田公記／千里寮　（写真後列左から３番目）
入所者様のＱＯＬ向上の為がんばります。
　北原圭太／千里寮　（写真後列左から２番目）
一生懸命頑張りますのでよろしくお願いします。
　野田昭憲／弘済院第1特養　（写真後列左から４番目）
笑顔を忘れず一生懸命取り組んでいきます。
　山脇聖子／愛港園　（写真後列右から４番目）
未経験ですが、精一杯頑張っていきます。
　上門美沙子／愛港園　（写真前列左から５番目）
愛港園の一員として、自分らしく前向きに取り組んでいきたいです。

　

救
護
施
設
大
阪
市
立
第
２
港
晴
寮
は
、

平
成
８
年
４
月
１
日
の
開
設
以
来
、
当

法
人
が
大
阪
市
よ
り
委
託
（
平
成
18
年

４
月
か
ら
は
指
定
管
理
）
を
受
け
て
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
阪
市
立

保
護
施
設
条
例
の
廃
止
に
伴
い
、
平
成

30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
22
年
間
に
わ
た
り
皆
様
か
ら

頂
き
ま
し
た
ご
指
導
ご
支
援
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
民
間
移
管
施
設
と

な
り
、「
救
護
施
設
こ
う
せ
い
み
な
と
」

と
し
て
再
出
発
致
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
利
用
者
支
援
の
向
上
に
努
め
、
自
立

に
向
け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
当
法
人
並
び

に
「
救
護
施
設
こ
う
せ
い
み
な
と
」
に

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第3号（平成30年1月発行分）の訂正とお詫び
生活福祉事業部　第18回大阪救護施設合同文化事業の記事に誤りがありました
のでお詫びして、訂正致します。
【訂正前】第４位にりんくうみなと　【訂正後】ユーモア賞にりんくうみなと

「
救
護
施
設
こ
う
せ
い
み
な
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　

で
再
出
発

　

３
月
23
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
法
人
の
平
成

30
年
度
運
営
方
針
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き

各
施
設
・
事
業
所
の
新
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予

算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
営
方
針
は
、
法

人
の
「
理
念
」「
基
本
方
針
」「
ポ
リ
シ
ー
」
を
踏

ま
え
た
新
年
度
の
法
人
運
営
の
要
と
な
る
も
の
で

す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
昨
年
度
に
体
制
整
備
を
行
っ

た
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
を

は
じ
め
公
共
性
、
非
営
利
性
を
意
識
し
た
取
り
組

み
を
進
め
、
法
人
の
存
在
意
義
を
高
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
ま
し
た
。

　

運
営
方
針
の
う
ち
平
成
30
年
度
に
新
た
に
取
り

組
む
内
容
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　（
法
人
全
体
）

・
法
人
内
に
設
置
し
て
い
る
法
人
施
設
連
絡
会
議
、

事
業
部
長
会
議
、
各
事
業
部
会
議
、
主
任
会
議

等
を
定
期
的
に
開
催
し
、
連
絡
調
整
、
情
報
交

換
等
を
行
い
組
織
内
連
携
の
強
化
を
図
る
。

・
組
織
改
革
と
し
て
、
研
修
を
強
化
し
人
材
育
成

を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
研
修
企
画
部
」
を
設

置
す
る
。

・
大
阪
府
よ
り
指
定
を
受
け
た
「
居
住
支
援
法
人
」

を
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
の
１
つ
に
位
置
づ
け
、

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
生
活
の
安
定
及
び
向
上

に
関
す
る
情
報
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を

行
い
、
対
象
者
が
安
心
し
て
住
ま
い
を
見
つ
け

暮
ら
せ
る
環
境
作
り
に
取
り
組
む
。

・
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｔ
機
器
や
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
資
産
を
一
元
管
理
し
、Ｉ
Ｔ
資
産
の
有

効
活
用
を
支
援
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
運
用
管
理

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「SK

Y
SEA

 Client V
iew

」
を

社
会
福
祉
法
人
み
な
と
寮　

平
成
30
年
度
運
営
方
針

新任職員の紹介 ～意気込みを聞きました！～

全
施
設
・
事
業
所
に
導
入
し
、
電
子
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
を
図
る
。

　（
生
活
福
祉
事
業
部
）

・
利
用
者
の
地
域
移
行
を
進
め
る
に
当
た
り
、
障
が

い
の
あ
る
利
用
者
に
つ
い
て
、
地
域
の
社
会
資
源

の
活
用
や
他
法
・
他
制
度
の
利
用
調
整
を
行
い
、

安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

・
法
人
の
全
保
護
施
設
の
入
所
総
合
受
付
・
相
談
窓

口
を
一
本
化
し
、
福
祉
事
務
所
と
連
携
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
。

・
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
様
々
な
生

活
課
題
を
抱
え
る
人
々
を
受
け
入
れ
、「
断
ら
な

い
施
設
」
を
目
指
す
。

　（
介
護
保
険
事
業
部
）

・
平
成
27
年
度
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
り
、
介

護
保
険
事
業
は
厳
し
い
収
支
状
況
が
続
い
て
お

り
、
今
年
度
の
報
酬
改
定
で
も
厳
し
い
状
況
は
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
各
施
設
・
事
業
所
は
、

現
状
の
収
支
状
況
の
詳
細
を
常
に
分
析
し
、
そ
れ

に
対
応
す
る
細
や
か
な
財
務
改
善
を
実
行
す
る
。

・
人
材
確
保
が
急
務
で
あ
る
介
護
保
険
事
業
部
で
は
、

職
員
採
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
職

員
確
保
の
た
め
の
制
度
の
新
設
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　（
研
修
企
画
部
）

・
研
修
計
画
の
策
定
、研
修
参
加
記
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
、
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
実
施
体
制
の
構
築
な

ど
、
研
修
体
系
を
整
備
す
る
。

・
個
別
支
援
計
画
の
策
定
と
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
支

援
を
行
う
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
全
直
接
支
援

職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
く
。



（3） み　な　と み　な　と （2）

介 護 保 険 事 業 生 活 福 祉 事 業

公
益
的
な
取
り
組
み

弘
済
院
第
１
特
養　

内
部
研
修

港
晴
寮
の
事
業
終
了

　

救
護
施
設 

大
阪
市
立
港
晴
寮
は
、
65

年
以
上
に
わ
た
る
社
会
福
祉
法
人
み
な

と
寮
の
歴
史
の
中
で
、
２
番
目
に
開
設

さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
救
護
施
設
と
し

て
最
初
に
運
営
を
開
始
し
た
施
設
で

す
。
大
阪
市
が
昭
和
51
年
10
月
１
日
に

港
湾
関
係
労
働
者
の
寮
で
あ
っ
た
建
物

を
救
護
施
設
に
転
用
し
、
委
託
を
受
け

た
当
法
人
が
「
救
護
施
設
大
阪
市
立
港

晴
寮
」（
入
所
定
員
90
名
）
の
運
営
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ

り
厨
房
の
一
部
が
傾
く
な

ど
、
年
々
老
朽
化
が
進
み
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の

方
が
社
会
復
帰
や
経
済
的
自

立
を
目
指
す
た
め
の
場
と
し

て
、
こ
の
施
設
を
利
用
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

延
べ
１
４
８
８
名
の
方
が
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を
持

ち
41
年
６
ヶ
月
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
長
き
に
わ
た
り
運
営
し

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
始
め
、
行
政
機
関
や
そ
の

他
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
に
よ
る
も
の
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
歴
代
施
設
長
〜

安
藤　

房
光（
昭
和
51
年
〜
昭
和
57
年
）

山
内　

良
雄（
昭
和
57
年
〜
昭
和
59
年
）

宮
本　

吉
隆（
昭
和
59
年
〜
昭
和
62
年
）

大
西　

豊
美
（
昭
和
62
年
〜
平
成
８
年
）

　
　
　

 　

 

（
平
成
11
年
〜
平
成
13
年
）

政
田　
　

明
（
平
成
８
年
〜
平
成
10
年
）

　
　
　

 　

 

（
平
成
13
年
〜
平
成
24
年
）

廣
田　

憲
司（
平
成
10
年
〜
平
成
11
年
）

梅
川　

健
司（
平
成
24
年
〜
平
成
26
年
）

川
原
田
正
樹（
平
成
26
年
〜
平
成
30
年
）

「
獅
子
舞
」
披
露
で
地
域
交
流

　

み
な
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
第
２
み
な
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
と
の
共
同
企
画
と
し
て
、地
元
の
高
齢
者
の
皆
様
が
集
ま
る
区
内
各
地
域

の「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」や「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
職
員
の

演
舞
に
よ
る「
獅
子
舞
」を
ご
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
獅
子
舞
」の
頭（
か
し
ら
）は
、職
員
の
手
作
り
で
す
。み
な
と
デ
イ
の

小
猿（
こ
え
ん
）職
員
が
、余
っ
た
段
ボ
ー
ル
を
器
用
に
切
り
貼
り
し
て
組
み
合

わ
せ
、本
物
そ
っ
く
り
の「
獅
子
頭
」を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。獅
子
舞
の
踊
り
は
、

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、独
自
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
演
舞
を
ア
レ
ン
ジ

し
ま
と
め
た
も
の
で
す
。小
猿
職
員
は
、デ
イ
利
用
者
の
み
な
さ
ま
へ
季
節
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
こ
の
演
し
物
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
が
、素
人
な
が
ら
そ
の

本
格
的
な
演
舞
に
利
用
者
の
喜
び
様
も
想
像
以
上
の
も
の
で
し
た
。ぜ
ひ
こ
れ

は
地
域
に
も「
お
す
そ
わ
け
し
た
い
」「
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
」と
の
思
い
か
ら

始
ま
っ
た
企
画
で
す
。

　

１
月
28
日
に
八
幡
屋
ふ
れ
あ
い
喫
茶
（
八
幡
屋
老
人
憩
い
の
家
）、
２
月
３

日
に
池
島
ふ
れ
あ
い
喫
茶
（
海
の
子
学
園
池
島
寮
食
堂
）、
３
月
８
日
に
築
港

食
事
会
（
築
港
老
人
憩
い
の
家
）、
３
月
17
日
は
港
晴
地
域
食
事
会
（
港
晴
老

人
憩
い
の
家
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
演
舞
を
ご
披
露
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
ご

来
客
の
み
な
さ
ま
に
は
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

池
島
ふ
れ
あ
い
喫
茶
で
は
、獅
子
舞
の
頭（
か
し
ら
）を
見
た
海
の
子
学
園
の

子
供
た
ち
が
怖
が
っ
て
泣
い
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、勇
気
の
あ
る
子
は
獅
子
舞
に
触
り
に
来
た
り
、獅
子
舞
に
頭
を
噛
ま
れ
た

り
し
て
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た（
獅
子
舞
に
頭
を
噛
ま
れ
る
と
、「
噛
み
つ
く
」

↓「
神
が
つ
く
」と
い
い
縁
起
が
良
い
そ
う
で
す
）。

　

築
港
の「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」に
は
、地
元

選
出
の
議
員
の
方
、地
域
消
防
署
職
員
の
方

や
、社
会
福
祉
協
議
会
の
方
、港
区
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
方
な
ど
も
参
加
さ
れ
、賑
や
か

な
中
で
演
舞
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

港
区
内
全
域
へ
の
参
加
を
目
標
に
、こ
れ

か
ら
も
私
た
ち
事
業
所
の
方
か
ら
地
域
へ

と
積
極
的
に
出
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

施
設
機
能
を
地
域
へ
積
極
的
に
開
放

し
社
会
貢
献
に
努
め
、事
業
所
の
知
名
度
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
み
な
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

豊
原
由
美
子
〕

　

弘
済
院
第
１
特
養
で
は
、

高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
誰
も
が
平
等

で
差
別
の
な
い
社
会
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
基

本
理
念
に
沿
っ
た
形
で
人
権

研
修
に
特
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　

年
間
１
０
０
回
の
職
員
研
修
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
内
部
研
修
、
外
部
研
修
な
ど
の
機
会
を
増

や
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
常
に
学
ん
で
い
け
る
環

境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
30
年
１
月

か
ら
３
ヶ
月
連
続
で
外
部
講
師
を
招
い
た
研
修
を
企

画
し
ま
し
た
。
今
回
の
連
続
研
修
に
関
し
て
は
、
弘

済
院
第
１
特
養
の
家
族
会
か
ら
い
た
だ
い
た
助
成
金

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
１
月
15
日
（
月
）「
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
〜

相
手
を
敬
う
姿
勢･

接
遇
を
学
ぶ
〜
」、
第
２
回
目
は
２

月
26
日
（
月
）「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
〜
事
故
対

応
力
と
事
故
予
防
ス
キ
ル
を
高
め
る
〜
」、
第
３
回
目
は

３
月
19
日
（
月
）「
権
利
擁
護
研
修
〜
介
護
に
お
け
る

法
令
遵
守
を
【
高
齢
者
虐
待
防
止
】【
身
体
拘
束
禁
止
】

を
通
じ
て
学
ぶ
〜
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
法
人
内
の
他

事
業
所
の
職
員
も
含
め
て
延
べ
78
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
道
の
プ
ロ
の
講
師
を
招
い
た
研
修
は
、
職
員

に
と
っ
て
非
常
に
「
新
鮮
」
で
す
。
施
設
内
と
は
違
っ

た
も
の
の
見
方
や
考
え
、
知
識
を
持
っ
た
方
か
ら
そ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
発
想
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
柔
軟
性
に
富
ん
だ
職
員
を
育
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
の
介
護
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
研

修
等
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

〔
弘
済
院
第
１
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

川
見　

亮
〕

昭和51年10月1日
　平成18年4月1日
　平成19年12月1日
　平成22年4月14日

　平成25年4月1日
　平成27年5月27日

　平成27年6月1日

　平成28年4月1日
　平成28年4月1日

大阪市より委託を受け事業を開始。　　
　大阪市より指定管理者の指定を受けて運営。
　入所定員80名に変更。
　「居宅生活移行支援事業」（第二種社会福祉事業）を定員
2名で開始。平成25年3月31日付で更新がなく終了する。
　居宅生活訓練事業を定員3名にて事業を開始。
　生活困窮者自立支援法に基づく認定就労訓練事業を
定員4名にて開始。
　自主事業として生計困難者に対する相談支援事業「大
阪しあわせネットワーク」を開始。
　入所定員30名に変更　　指定管理の更新。
　保護施設通所事業を定員15名にて開始。

　

毎
号
シ
リ
ー
ズ
で
公
益
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
第
４
号
は
千
里
寮

の
就
労
訓
練
事
業
と
就
労
準
備
支
援
事
業
及
び
福
祉
相
談
窓
口
等
の
取
り
組
み
で
す
。

　

長
期
に
わ
た
る
ひ
き
こ
も
り
、
失
業
後
の
長
い
ブ
ラ
ン
ク
や
、
な
ん
ら
か
の
障
が
い

の
た
め
就
職
が
困
難
な
方
を
支
援
す
る
、
認
定
就
労
訓
練
事
業
を
平
成
27
年
度
に
開
始

し
て
以
来
14
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
の
流
れ
は
、
や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
な
方
が
多
い
た
め
、ト
イ
レ
清
掃
な
ど
の
単
独
作
業
か
ら
開
始
し
ま
す
。
次
に
、

他
の
訓
練
者
と
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
シ
ー
ツ
と
枕
カ
バ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
数
を
確

認
す
る
な
ど
お
互
い
話
し
合
い
な
が
ら
行
う
訓
練
者
同
士
の
協
力
作
業
へ
と
移
行
し
て

い
き
ま
す
。
最
終
段
階
と
し
て
、
食
堂
の
消
毒
な
ど
職
員
が
行
っ
て
い
る
簡
易
な
業
務

を
切
り
出
し
、
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
行
っ
て
い
く
過

程
で
責
任
感
や
自
尊
感
情
を
養
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、
面
接
指
導
・
就
職
説
明
会
同

伴
な
ど
就
職
へ
と
直
接
結
び
つ
け
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
今
ま
で
に
、４
名
が
就
職
、

３
名
が
他
の
支
援
機
関
へ
移
行
、
２
名
が
療
養
で
中
止
と
な
り
、
５
名
が
現
在
訓
練
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
平
成
28
年
８
月
よ
り
吹
田
市
か
ら
就
労
準
備
支
援
事
業
を
受
託
し
、

サ
テ
ラ
イ
ト
型
事
業
所
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
を
整
え
る
日
常
生
活
自

立
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
社
会
生
活
自
立
、
就
労
に
必
要
と
な
る
知

識
や
技
能
を
身
に
付
け
る
就
労
自
立
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。「
個
性
を
い
か
し
な
が

ら
他
者
と
い
か
に
つ
な
が
る
か
」
を
目
指
し
て
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
自
の

思
い
を
ま
ず
語
り
、
そ
し
て
即
興
で
全
身
を
つ
か
っ
て
表
現
す
る
「
表
現
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
や
、
看
護
師
と
栄
養
士
に
よ
る
健
康
栄
養
講
座
な
ど
、
事
業
の
枠
に
と
ど

ま
ら
な
い
自
立
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
千
里
寮
本
体
で
は
就

労
体
験
や
、
卒
業
後
の
就
労
訓
練
先
と
し
て
も
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
し
、
就
労
訓
練

事
業
と
の
協
働
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
形
成
し
て
き
た
地
域
の
施
設
連
絡
会
・
企
業

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。
今
ま
で
に
、
現
在
継
続

中
の
６
名
も
含
め
、
22
名
が
参
加
さ
れ
、
う
ち
９
名
が
就
職
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
を
賃
借
し
て
い
る
事
業
所
（
千
里
サ
テ
ラ
イ
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
は
、
そ
の
地
域
密
着
性
を
い
か
し
、
社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健
福
祉
士
と
い
っ
た

福
祉
の
専
門
職
に
よ
る
福
祉
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
地
域
で
の

繋
が
り
で
、
近
隣
の
お
母
さ
ん
や
お
子
さ

ん
を
毎
年
恒
例
の
千
里
祭
（
秋
祭
り
）
や
、

定
期
的
に
千
里
寮
敷
地
内
の
畑
、通
称
「
千

里
フ
ァ
ー
ム
」
の
収
穫
に
招
待
す
る
な
ど
、

地
域
の
社
会
資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
活

困
窮
者
支
援
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
公
益

的
な
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〔
救
護
施
設
千
里
寮　

伊
藤　

忍
〕

マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ

花
見
会　

愛
港
園

　

毎
年
敷
地
内
に
満
開
の
桜
を
楽
し
む

花
見
会
を
恒
例
行
事
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
た
こ
焼
き
と
デ
ザ
ー
ト
、
カ
ラ

オ
ケ
レ
ク
を
催
し
ま
し
た
。

　

職
員
が
作
っ
た
た
こ
焼
き
を
頬
張
っ

た
あ
と
に
思
い
出
し
た
よ
う
に
桜
に
見

入
る
方
々
。
ち
ょ
う
ど
満
開
の
桜
が
ひ

ら
ひ
ら
と
舞
う
様
子
を
み
て
「
綺
麗
や

な
」
と
花
見
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

暖
か
い
日
差
し
か
ら
ど
ん
ど
ん
春
が

近
づ
い
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま

し
た
。

〔
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
港
園　

坪
内
孝
暢
〕


